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継体培養
96	well	プレート (2.5	x	104	細胞数/1	well)
定温静置
４８時間
Cell	Count	Reagent	SF（呈色によって細胞数を確認する試薬）
がん細胞
MV-4-11	(白血病)
３濃度（0.5	μM,	1.5	μM,	5.0	μM）
３２種類のChb-PIポリアミド
well内のがん細胞の生存数を
吸収波長測定により決定する
染色
２時間
３２種類のChb-PIポリアミドのがん細胞増殖阻害活性評価
濃（細胞数 多）
淡（細胞数 少）
Blank（0％）
（試薬のみ）
Control（100％）
（PIポリミドなし）
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N-メチルピロール(Py)-N-メチルイミダゾール(Im)ポリアミドとは？
DNAの塩基配列を認識して、
特異的に結合する分子
例えば、左の図は
DNAのAGTACT配列を認識して
結合する分子のモデルである。
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N-(4-Chloro-3-(trifluoromethyl)phenyl)-2-ethoxybenzamide
CTB (HAT6$£
Angew.	Chem.	Int.	Ed.	54,	8700	(2015)
HDACft{jHAT6$t{jPIv?,oqaw6$mR
-DNA0_w"M-DNA0_wLN
\	w*u&^
↓
aC=w)
